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の出演をはじめ、各地でのイベントにも数多く参加する一
方、田滝お簾踊り保存会の皆さんは地区を上げての伝承活
動にも取り組んでおり、毎年８月15日には田滝小学校の校
庭で、今も四百年前と同じ
ように「お簾踊り」が披露
されているのです。
　そうした中、「伝統芸能
継承の力になれば…」と地
元の石彫家・黒光武さんが
制作した「お簾踊り」を舞
う踊り手をモチーフとした
石像の除幕式がこのほど田
滝集会所前で行われ、地域
の皆さんは新たなシンボル
の完成を祝いました。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

西条市に残る唯一の自然海岸
　　　　  　　　　　        ～ 河原津海岸の渚を次世代に ～

　　　　　　　　　　　　　　　西条市と今治市の境界、
　　　　　　　　　　　　　　海抜約60メートルの高台に
　　　　　　　　　　　　　　建つ国民休暇村瀬戸内東予
　　　　　　　　　　　　　　の本館からは、市内に唯一
　　　　　　　　　　　　　　残された自然海岸である河
　　　　　　　　　　　　　　原津海岸が望めます。その
　　　　　　　　　　　　　　遠浅の地形を利用して開催
　　　　　　　　　　　　　　される「立て干し網」は、
毎年多くの来場者で大変なにぎわいを見せています。
　カブトガニ繁殖地として県の天然記念物の指定を受けて
いる海岸では、海水浄化とともに魚介類の産卵場として、
また幼稚魚や小型生物の生育の場所として、水産資源の保

護に重要な役割を果たす海藻・アマモが群生する藻場をつ
くろうと、青年漁業者が中心となって結成した「西条市藻
場づくり環境保全協議会」が主体となり、さまざまな活動
を展開しています。その取り組みは、次代を担う小学生た
ちとともに、アマモの生態調査や環境学習、さらには海に
注ぎ込み海中の微生物の栄養補給源となる河川上流への広
葉樹の植林活動などにまで及んでいます。また、地元の河
原津漁協もアサリの種苗放流を年２回行うなどの努力を重
ねており、こうした地道な活動によって、近年では潮干狩
りができるほどにアサリの生息数も回復しています。
　瀬戸内の穏やかな波が打ち寄せる砂浜に立ち、水平線に
浮かぶ島影を眺めながら潮騒を聞いていると、日々の煩わ
しい出来事も忘れさせてくれる癒やしのスポット・河原津
海岸。この貴重な渚を次世代に残していくことが、今を生
きる私たちに課せられた務めではないでしょうか。

が柔らかくて軽いうえネットも低いことから、誰でも気軽
に競技を始めることができます。
　「年齢や性別を問わず、いろいろな方と交流を深められ
るビーチボールバレーを普及させたい」（曽我部公代市ス
ポーツ推進委員協議会副会長）と、同協議会の小松地区の
メンバーによりビーチボールバレー教室が開催されます。
個人でもグループでも構いません。運動のできる服装で体
　　　　　　　　　　　　　育館シューズを持参のうえご
　　　　　　　　　　　　　参加ください。皆さんのお越
　　　　　　　　　　　　　しをお待ちしています。
　　　　　　　　　　　　　日　時：６月７・14・21日
　　　　　　　　　　　　　　　　　各回20時～22時
　　　　　　　　　　　　　場　所：小松体育館
　　　　　　　　　　　　　問合せ：小松総合支所総務課
　　　　　　　　　　　　　　 TEL0898-72-2111 内線212

ビーチボールバレーをご存じですか？
　　　 　　　　　　　～ 楽しみながら運動不足を解消 ～

　皆さんは「ビーチボールバレー」と聞いて、どんな競技
を思い浮かべますか？
　松山市出身の佐伯美香選手がシドニーと北京の２大会に
出場したオリンピックの正式種目で、砂地に設けられたコ
ートで試合を行うあの競技を、多くの方が連想するのでは
ないでしょうか。しかし、それは「ビーチバレー」です。
　今回ご紹介するのはビーチボールバレーです。まず、ビ
ーチバレーとは使用するボールが異なります。ビーチボー
ルバレーでは、海水浴場などでよく見かけるような、ごく
普通のビーチボールを使います。また、試合はバドミント
ンのコートとネットで、１チーム４人制で行います。その
他は普通のバレーボールとほぼ同じルールですが、ボール

四百年たった今も伝わる「お簾踊り」
　　　 　　　　　　～ 人々によって守られる伝統芸能 ～

　四百年以上も前から、丹原町田滝地区に伝わる「お簾踊
り」。その昔、村が大変な干ばつに襲われた際、雨乞いの
ため黒滝神社に奉納されたのが起源で、村人が交代で連日
連夜踊り続けたところ、本殿の御簾(神前に用いるすだれ)
が動いたかと思うと、にわかに大雨が降り出したことから
「お簾踊り」と呼ばれるようになったといわれています。
　太鼓や音頭・お囃子に合わせ、両手に持った扇子を蝶の
羽ばたきのようにひらめかせる優美な舞いが特徴で、踊り
と踊りの間に述べる早口の口上も珍しい「お簾踊り」は、
昭和40年に無形文化財、昭和52年には無形民俗文化財の県
指定をそれぞれ受けています。
　平成８年、富山県で開催された「第11回国民文化祭」へ

実際にやってみると、ラリーが
続き結構な運動量になります。

貴重な自然の渚を今に残す河原津海岸
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